
国
の
七
百
兆
円
に
も

及
ぶ
財
政
赤
字
が
、
ど
う

に
も
な
ら
な
く
な
り
、
小

泉
構
造
改
革
内
閣
と
し
て

発
足
し
ま
し
た
。
歴
代
の

自
民
党
政
治
で
の
箱
物
行

政
（
公
共
施
設
を
作
る
等

土
木
建
設
業
界
の
利
権
を

擁
護
す
る
）
が
こ
の
よ
う

な
大
借
金
を
作
り
出
し
た

の
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
よ

く
御
存
知
で
す
。
日
本
の

経
済
の
回
し
方
は
、
税
金

収
入
以
外
に
国
債
を
発
行

し
て
公
共
事
業
で
仕
事
作

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
き
て
、
借
り
る
こ
と

以
上
に
利
子
払
い
に
つ
ぎ

込
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

状
態
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

企
業
や
家
庭
で
あ
れ
ば
と
っ

く
に
倒
産
で
す
が
、
政
府

の
言
い
分
で
は
、
国
民
の

現
在
の
預
貯
金
が
、
１
千

兆
円
あ
る
の
で
、
そ
れ
を

は
き
だ
す
よ
う
な
政
策
を

し
な
が
ら
、
財
政
支
出
を

極
力
抑
え
て
い
け
ば
、
財

政
赤
字
は
、
克
服
で
き
る

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

こ
の
、
財
政
支
出
削
減

が
、
国
・
地
方
の
行
財
政

改
革
で
あ
り
、
国
立
大
学

や
国
の
研
究
機
関
の
独
立

法
人
化
、
道
路
公
団
の
民

営
化
、
郵
政
事
業
の
民
営

化
、
総
仕
上
げ
と
し
て
、

地
方
自
治
体
の
人
員
削
減
、

市
町
村
合
併
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
三
位
一
体
改
革

と
い
う
こ
と
で
、
地
方
に

回
す
財
源
（
地
方
交
付
税
）

の
削
減
が
、
お
こ
な
わ
れ

て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
影
響
が
、
障

害
者
や
乳
児
へ
の
福
祉
予

算
の
削
減
と
し
て
表
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
介
護

保
険
料
の
値
上
げ
や
、
教

育
費
国
庫
負
担
金
の
削
減

と
し
て
出
て
き
て
い
ま
す
。

社
会
的
に
弱
い
方
、
障

害
者
・
高
齢
者
・
児
童
に

負
担
が
大
き
く
の
し
か
か

る
政
策
が
、
小
泉
構
造
改

革
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
を
合
併
す
れ
ば
、

余
剰
人
員
が
出
来
る
か
ら

と
人
減
ら
し
合
理
化
が
襲
っ

て
き
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
よ
う
に
、
利
益
最
優
先

と
働
く
人
た
ち
を
削
減
す

る
や
り
方
は
、
必
ず
大
事

故
を
起
こ
し
ま
す
。
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５月臨時議会報告

多
く
の
皆
様
方
の
あ
た
た
か
い
御
支
援
で
当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
早
速
、
臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
の
で
報

告
し
ま
す
。
合
併
に
よ
る
松
江
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
選
挙
で
、
新
し
く
選
出
さ

れ
た
議
員
に
よ
る
新
議
会
が
、
さ
る
五
月
十
九
日
二
十
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
議
長

立
脇
道
也
氏
（
松
政
ク
ラ
ブ
）
副
議
長
森
脇
敏
信
氏
（
美
保
関
選
出
松
政
ク
ラ
ブ
）

が
公
明
、
友
愛
（
民
社
）
ク
ラ
ブ
の
賛
同
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
松
江

市
に
な
っ
た
た
め
全
て
の
条
例
が
新
し
く
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
二
人
の
助
役
定
数
条
例
の
制
定
が
議
決
さ
れ
二
人
の
助
役
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
会
派
は
、
行
財
政
改
革
と
言
い
な
が
ら
、
一
方
で
幹
部
の
ポ

ス
ト
を
温
存
す
る
や
り
方
が
矛
盾
し
て
い
る
の
で
反
対
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
民

党
系
が
旧
八
束
郡
選
出
議
員
と
松
江
市
の
議
員
で
三
〇
人
と
い
う
会
派
に
な
り
、
前

議
会
よ
り
も
さ
ら
に
多
数
で
押
し
の
け
る
形
に
変
質
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
財
政
危

機
と
い
う
こ
と
で
、
福
祉
予
算
の
自
治
体
負
担
の
切
り
捨
て
や
介
護
保
険
料
の
値
上

げ
な
ど
、
ま
す
ま
す
弱
者
に
負
担
を
強
い
る
政
策
に
な
り
そ
う
で
す
。
私
は
、
少
数

派
で
す
が
、
力
の
限
り
弱
者
の
立
場
に
立
つ
政
治
に
変
え
て
行
く
決
意
で
す
。

後援会の皆さんと４回目の当選の喜び ２００５年４月２５日

市
町
村
合
併
の

意
味
す
る
も
の

№４１



新
松
江
市
の
議
会
は
、

前
回
の
三
十
四
人
か
ら
四

十
八
人
に
増
え
ま
し
た
。

合
併
し
て
か
ら
の
新
た
な

議
会
で
す
の
で
、
ア
イ
ウ

エ
オ
順
か
年
齢
順
に
並
ん

で
も
お
か
し
く
は
な
い
の

で
す
が
、
古
い
慣
行
で
、

当
選
期
数
の
年
齢
順
で
決

ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一

般
質
問
も
人
数
が
多
く
な

り
発
言
者
も
多
く
な
る
こ

と
か
ら
三
日
間
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
ひ
と
り

の
持
ち
時
間
は
、
今
ま
で

年
間
七
十
分
だ
っ
た
の
が

答
弁
も
含
め
て
九
十
分
の

案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
場
で
の
発
言
時
間
が

減
ら
さ
れ
ま
す
の
で
民
主

主
義
の
後
退
で
す
。
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【

主

張
】

四
月
二
十
五
日
月
曜
日
、
選
挙
が
終
わ
っ
て
後
片
付
け
を
し
て
い
る
時
、
Ｊ
Ｒ
尼
崎
線
脱
線
転
覆
事
故
の
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
一
〇
七
名
の
方
が
死
亡
、
五
百
名
の
方
が
負
傷
、
歴
史
に
残
る
大
惨
事
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

一
九
八
七
年
、
公
共
交
通
の
担
い
手
で
あ
る
国
鉄
が
分
割
民
営
化
さ
れ
、
利
益
最
優
先
に
大
き
く
方
向
転
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
競
争
に
打
ち
勝
つ
為
に
は
、
乗
客
の
安
全
は
後
回
し
に
さ
れ
、
労
働
組
合
に
加
盟
し
て
い
る
社

員
に
は
、
退
職
に
追
い
込
む
た
め
に
清
算
事
業
団
で
の
日
勤
教
育
な
ど
、
労
働
者
の
人
権
を
無
視
し
た
労
務
管
理

が
行
わ
れ
、
命
令
と
服
従
の
職
場
環
境
が
作
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
間
Ｊ
Ｒ
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が
牽
引
役

と
な
っ
て
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
短
期
契
約
社
員
の
不
安
定
雇
用
で
の
採
用
等
、
徹
底
し
た
人
件
費
削
減

が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
企
業
社
会
で
行
わ
れ
て
い
る
人
員
削
減
と
売
上
数
字
上
昇
の
み
が
至
上
命
題
の

実
態
は
、
ま
さ
に
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
（
殺
し
合
い
）
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
の
社
会
貢
献
な

ど
一
切
無
視
し
、
企
業
間
競
争
に
勝
つ
こ
と
の
み
が
労
働
者
の
家
族
を
養
う
こ
と
だ
と
嘯
い
て
い
る
の
で
す
。
日

本
列
島
企
業
型
列
車
は
、
超
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り
回
り
、
秒
単
位
ま
で
働
く
も
の
を
管
理
し
、
賃
金
奴
隷
と
し
て

非
人
間
的
に
扱
い
、
精
神
的
に
も
肉
体
的
に
も
追
い
つ
め
て
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
、
こ
の
事
故
は
起
こ
る
べ
き

し
て
起
こ
っ
た
事
故
と
し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
日
本
列
島
企
業
型
暴
走
列
車
を
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

さ
せ
る
の
は
、
「
働
く
者
の
団
結
」
で
労
働
者
の
政
党
や
労
働
組
合
、
市
民
運
動
を
強
化
す
る
し
か
、
も
は
や
止

め
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

《
編
集
後
記
》

平
成
の
大
合
併
と

い
う
名
の
も
と
に
、

全
国
の
町
村
自
治
体

が
消
え
て
い
き
ま
し

た
。
人
の
行
き
来
や

自
然
条
件
、
歴
史
の

な
か
で
地
名
や
町
と

町
の
境
が
作
ら
れ
た

は
ず
で
す
。
今
回
の

平
成
の
合
併
は
、
自

治
体
運
営
に
お
金
が

か
か
る
こ
と
の
み
が

強
調
さ
れ
、
先
人
達

が
営
々
と
築
き
上
げ

て
き
た
歴
史
・
文
化

を
平
成
の
ブ
ル
ト
ー

ザ
ー
で
惜
し
げ
も
な

く
崩
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
大
き
く
な
れ

ば
行
政
サ
ー
ビ
ス
は

行
き
届
く
と
か
、
負

担
が
軽
く
な
る
と
か

言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

一
ヶ
月
た
っ
て
み

て
、
旧
役
場
は
、
パ

ソ
コ
ン
が
の
っ
た
机

が
、
寂
し
く
並
ん
で

い
ま
す
。
旧
役
場
に

地
域
協
議
会
と
い
う

公
民
館
運
営
協
議
会

に
似
た
形
の
話
し
合

い
の
場
が
つ
く
ら
れ
、

支
所
と
い
う
総
合
窓

口
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
当
分
は
不

便
な
点
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
税
金
や
各
種

手
数
料
の
五
年
を
め

ど
の
見
直
し
や
、
地

域
協
議
会
の
十
年
を

め
ど
に
廃
止
が
謳
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
過

疎
の
進
行
は
遠
か
ら

ず
来
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な

こ
と
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
く
決
意
で

す
。

つ
の
だ

６
月
議
会
の
日
程

｜

六
月

十
六
日
（
木
）
本
会
議

｜

六
月
三
十
日
（
木
）
予
算
特
別
委
員
会

二
十
一
日
（
火
）
一
般
質
問

｜

七
月

一
日
（
金
）
総
務

教
育
民
生
委
員
会

二
十
二
日
（
水
）
一
般
質
問

｜

建
設
環
境
委
員
会
現
地
視
察

二
十
三
日
（
木
）
一
般
質
問

｜

四
日
（
月
）
経
済

建
設
環
境
委
員
会

二
十
四
日
（
金
）
予
算
特
別
委
員
会

｜

七
日
（
木
）
本
会
議

二
十
七
日
（
月
）
予
算

総
務

教
育
民
生

｜
本
会
議
・
一
般
質
問
・
各
委
員
会
は
午
前
十
時
か
ら
で
す
。

二
十
八
日
（
火
）
予
算

経
済

建
設
環
境

｜

傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

角
田
正
紀

所
属
の
委
員
会

◇

建
設
環
境
委
員
会

◇

島
根
原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

◇

田
和
山
遺
跡
保
存
審
議
会

建
設
委
員
会
は
、
６
年
間
在
籍
し
て
い
ま
す
。
テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー
美
術
館
や
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
の
問
題
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
原
発
も
三
号
機
増
設
問
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。


